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Sunu:n.ary 
Thc Tara-dake is an old diluvium composite volcano， most of which are composcd of 
alternation of lavas and tuff-brcccias of the Hohi volcanic activities in the early diluvium. 
Later・， it was reshaped into， lava-dom巴日， as a result of the San-in series volcanic activities 
in the middle diluvium. 
No¥'iら thestratovolcanic fonn has be巴n巴rodedby radial river-valleys， ancl then， most 
of Tara-dake area belong to 111idd1e and high relief volcanic mountainsラtherelief en巴rgy
above 200 11， inthe division of rclief of 1and“surface. The basal rocks of Tara-dake， the 
N巴ogcncbasalt and thc Paleogene sediments， are crop out on these river四floor，and on thc 
slopes of river-valleys clifs of lavas in tbe alternation havc comc into view. 
Many collapses and earth flows occurrecl at th巴 Augustheavy rainfall and the 17th 
typhoon at September， in1976， and in both cases rainfall above 100 mmJh were recorcled. 
The clistribution of tbese collapses and carth flows are related to topographic and geologic 
features， that is， the density of collapses is higl町 inthe area of higher relief en巴rgy，and 
a1so， inthe area constructecl by the alternation， especially on bounclary lines of lavas and 
tu釘:'breccias.
まえがき
多良岳火IL地は，佐賀県;段南部に位i避し，新!Jt代第閤紀洪fl'il投の初期から中期にかけての火山
活動c:段目巴火IL活動および1f塗系火山活動)による標高 1，075.5m (主主義経ケ岳〉におよび火山地
で，下位より多良一岳火砕岩類，多良岳安山岩類 1(免閃石含有複線石安山岩質溶岩と凝灰魚礁岩
の瓦隠)，多良岳安山岩類 I(魚肉石含有複輝石安山岩質溶岩)，多良fi安山岩類 III(角閃石安
IU岩質溶岩)で構成されている冊
放射状の河谷によって深く侵蝕され，涼火山地形商と見られる緩斜留は地区北東部，多良岳火
砕岩類で機成される低所にのみ見出され，土地分類基本調査による地形分類では，この附近が起
伏議 200m以下の小起伏火山地，他の大部分が起伏盤 200m-400m未満の中起伏火山地，中心
部のみが起伏蚤 400m以上の大起伏火山地になる.
昭和51年の 2聞にわたる議雨災害による崩壊地および土五流は， I:j:l-大起伏火山地1[，その中
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でも頭部l乙集中し， 8月災害の降雨の中心が北東部， 9月災の降雨の中心が西宮15とあって，ほ
ほ悶規模の議雨であったことと考え合せると， 11l! 7~の影響が大きいといえる.
またjお接地は，地質図上の境界線附近lと多発し，地問加では多良品安山岩類 Iの仁1:11ζ多い。 j刻
境地を現地で見ると，溶岩と下位の凝灰免燦岩との*sZ界附近lζ発生しており，昭和37"Y:7月の多
j込町大浦附近の崩壊地や， f沼豹142年7月の伊万虫干li青螺LU(新第三紀鮮新肢の火IJ体)附Jliの崩
壊地の情況と一致している.これら崩壊地附近で小型の5ì~性波探j!t装践を使用して調主誌を実施し
た結果，地層境界阪の判定や表ニヒ胞の厚さのiJU5むとは5Ji'Kl:波t架設による調賓が有効であることが
わかっ7こ.
鵠査地域と災害の概要
多良岳火JlJ地は佐賀県の綾子百部にあり，県北郎の背振IU地とともに|梅雨最も多く，しばしば集
中袋雨による土石流によって災害を生じている。特iζ多良1汀大浦f弘前fi:地区では昭和37年 7月の集
中家雨で権現山の地すべりが発生し，その土石流によって28名の死者， 17名の行方不明者を出し
ている. また昭和51主t~8月と 9月の台風17号による集中議雨では多j丞-lfr最高点の終ケ岳(標高
1，075.5m)に源を発する中川の上流苦15とおいてILJ腹崩壊iとともなう土石流が多発し，本水系で、は
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人家，橋梁の流失，水田の埋没などの大被害を
生じている。筆者らは，昭和51年災害における
潟壊地，土石流について誠査し，これについて
検討した.
地形・地質の概要
多良岳火山地は，第四紀洪積世初期の愛肥火
1活動によって1体の大半が形成され，さらに
洪積111:1判羽のIU陰系火山活動による溶岩月頂丘
がl精力日えられた(松本2) 1973) とされている
やや古い火山休で，有史以後の火山活動は知ら
れていない。現在は中川1，石木津JI，浜JI，多
良JI，糸岐川， .坂回JI支流の吉田川などの各河
JIによって侵蝕され，深い放射状谷が発達して
いる。これらの侵fcl谷の低部には，新第三紀鮮
新i投の活動と考えられている玄武岩や，古第三
紀堆積岩類などの基盤岩が銭出している。
5 万分の 1 地形~の各辺を20等分して得られ
る方形(厳密には台形，東西辺長約 1，160km
余，南北辺長0.923km)中の最高点と最低点の
比高を起伏盛として表現すると，火山地中央部
は起伏盈400mをこす大起伏火1地， ζの潟辺
および北西部は起伏蕊 200m~400m 未満の小起伏火山地になる 3) 特 l乙北東部では，放射状谷の
簡の稜線lζIU休中央部から海岸へかけて綬傾斜(傾斜角 3~8つする平担函があって，火山斜面
の形をしめしているが，その他の大学は侵食lt谷の発速により傾斜200以上の念、斜商で構成され，
累霊する溶岩流による急崖が各所に見出される。
多良岳火LU地の地質の概姿は(図 3)に示す通りで，火山地の基盤を構成する古第三紀堆積岩
類は商部の吉田川iおよび中JIの侵蝕谷に姿を見せている。本火山地磁縁は，多良岳火山活動l乙先
行する新第三紀の火山活動による玄武岩類，安山岩類の累踏で構成された岩屋川内，大野原など
の溶岩台地によってさえぎられ， ~t*款は変質安山岩類で構成される成泉山山地で携されている。
俊食lt谷の底に見出される玄武岩類は主として溶岩流であるが，大浦F付近のものは溶岩のほか厚い
集塊岩を伴っていて，竹i崎島を始め各所lζ小規模なi噴火孔をもっていたことを示している.
これらの新第三和の火山岩類の上にのる多良舟火山岩類は，下音sより霊長肥火山活動に属する多
良岳火砕岩類，多tミ岳安山岩類 1，多良岳安山岩類 IIおよび山陰系火I1J活動IC属する多良岳安山
岩類 IIIIζ毘分される.多良岳火砕岩類は主として北部の低所を構成している大小の安山岩塊を
伴う凝灰予言傑岩であるが，北西部では薄い溶岩流をはさむことがあり， ζの附近が中起伏山地と
なるのは，このような地質構造の迷いによるものであろう.多良岳安山岩類 Iは，角関石含有複
輝石安山岩の溶岩流を主とし，間lζ凝灰fLJ礎殺の務踏をはさんで，主主層状を呈している。また火
山体の高所の大部分を構成しており，侵蝕谷の側面lこは溶岩流による念、農が数段に重なって見
出されるのが普通である。多良岳安山岩類 IIは経ケ岳などの頂部l乙分布するやや異質の角閃石
含有複輝石安山岩'N溶岩である。多良岳安山岩類 IIIは角関石安山岩質i容岩で，多良岳(標高
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殴3 多良岳火山:ltsの地質と昭和51年災害の崩壊地
1 :沖積廠 2:多良岳安山岩類II 3:多災-/Ii安li波紋1I 4:多良fi;安山岩類1 5:多良岳
火砕岩類 6:新第三紀火山岩笈j(玄武宕， *lliおJ，変質安山おなど) 7:方代三紀機敏治綴
8: 1昭和51年災害崩壊地およびことお流 9: IJfl有137年7月災;t子大ifl地区崩峻Jlfl
ko:琴路lE， Jo:浄土l!， K，ι: 1]1見応 Ky:終ケ/I(， T" 多良i'e
九例
982.7 m)， I汎柱岳(様itj741 m)，悶見岳(標高 816m) などのi真部を構成する溶岩円頂.6:状の政
状を議するほか，湯ノ峰山(標高 152.8m)の小丘を作っている O 多良岳安山岩類 1，ま，多良岳
火砕岩類の上l乙重なっていることが普通であるが，多良町大主!i附近では玄武岩盟条塊岩上lこ盛接
のっている. (多良岳火砕岩類~多良fE安山岩類 Iは，松本 (1973)2)の経ケ岳火砕岩類~経ケ
岳安山岩類 Irc，また多良岳安山岩類 IIIは同じく山l没系fぢi丸安山岩lζ対応するものであるが，
ここでは多良岳火山地の構成メンバーと言・う意味で，多良品火砕岩類などの呼祢で表現した。)
災警時の気象の概要
昭和51年には8月と 9月の 2問にわたって本地域に集中議F需が襲来している。 8s.l3日夜の
雨は4) 日本海南部を通過した低気圧にwう寒冷前線の停滞によるもので， ζの時期としては特
異な荻雨であった。 3日の降雨盈は多良252mm，多良liiCロボット綴il日所，標高 400m) 475 mm， 
鹿島 364mm，~i長野 217mm，岩屋川内 150mm rci主し，特lζ多良岳では3日20時lと113mmの1
1時間雨量を観測している。この符の降雨のや心は多良岳火山地の北京;域にあったと見られる。
また何年9月には，多災岳火山地の闘方， 嬉野を過って北上し七山方商へ抜けた台風17号に
よって， 12日夜間iζ多盤の降雨5)があった。 12日の降雨量は多良 123mm，多良岳 137mm，鹿島
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132mm，嬉野 192mm，岩麗川内 309mmをしめし，中JI上流の鹿島市平谷では 378mmを記録
していて，降雨の中心は本地域商部の中川上流部にあった ζ とを示している.
この2つの楽雨は，いずれも佐賀県南部に多大の被害をもたらしたが，崩壊に限って被害を見
てみると，鹿島市の調査りでは， 8月災害における林地崩液30ケ所， 9月災害の林地窮境250ケ
所とあり，後者の場合が著しく多い。間災害を合わせた崩壊地の分布(悶 3)を見ても，崩壊地
は火山地高所，特lζ南西域lζ集中し，北東城l乙は崩壊地は少ない.
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監H 近年の災害時における佐賀県下火山地域の降雨情況
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崩壊の発生は降雨強度に関係することが多いので，昭和51年8月3日， 9月12日の累積降雨最
図を関 41と掲げた.両者を比絞すると， 8月災害の降雨強度はやや小さいが，前述のように多良
岳で 113mmの1時間雨量を記録しているので，両者のl梅雨強度，総降雨最とほぼ同等である。
昭和42年7月の集中豪雨6) の記憶はまだ生々しいが， ζのJI寺崩壊，土石流災害・の中心の一つで・
あった奇跡=山，黒髪山一帯lま，本地域より多少古い新第三紀鮮新一段後期の火山活動によって生じ
た火山地域で，背燦IlJは安山岩質，黒髪J1Jは流紋岩質の古い火山体である. この地域のj溺主義等に
ついては概報7)の通りであるが，この1寺の有泊ダ、ムにおける累積降雨量図を見ると，総降雨量は
少ないが， I梅雨強度は51年9月災害とほぼ同様である。昭和37年7月8日未明の集中楽雨8) は本
地域東部の多良町l乙大小のjお擦を生じ，その一つfU浦地すべりは土石流となって大被害を生じた.
この持の累積降雨珪閣に見る降雨強度および継続1寺間が他の 3例に比して絡段に大きいことが特
色である.
古jお
図5 511.f: 8月と 9月の総降水量分布図
崩壊地の分布と地形・地震
崩壊地の分布密度として，起伏f設を求めた方形(百五積約1.07km2)中の崩壊倒所数を求めてみ
ると，表1の上段の数のようになる.この数字から地図上の等値線を描くと，分1ti密度曲線は県
境の国見岳の北側， D 19-E 19附近lζ中心をもっていて， 51年9月災害の降雨中心地域と一致
するようである.降雨中心地域から外れて E13および G14 1ft近lとやや高い密度域があり，前
者lま琴路山(標高 501.1m)，後者は浄土IlJ (標高 500.6m) ~ft近に崩壊地が集っていることによ
渡辺・力日米・大島:多良岳火山地の土石流について 21 
る. 分布密度と}包伏盈(表1下段の数) との相関は，降雨強度の分布との関係があるので散ら
ばっているが，起伏活が大きくなるほど崩壊地続度が大きくなる傾向が見られる.51年8月災容
と9月災容を合せると，全域lこ5郎、降雨があったことになるが，崩壊地は*起伏~大起伏火山地
(起伏泣 200m以上)にほとんどi反られていることが明らかである.!fをに起伏抵 300m前後から
崩壊地密度が念、昇する傾向がある.土地分類関 r鹿島J8) の傾斜i玄分間と比絞すると，崩壊地の
8896が傾斜200-400未満の地域に入っている.
地質から崩壊地の分布を見ると，多良岳安山岩類 Iの分布;域lと崩壊地が集中している O 本岩類
が多良岳火山地の高所の大半をおおっているので，一閣では当然の帰結であるが，溶岩流と凝灰
f1J機器で瓦題する地域であるため，溶岩流は急監~急斜部を作り，その下lζ凝灰角磯岩を主主殺と
する綬傾斜liがあって，この上i乙乗る薄い表ゴ二時が崩捜しており，昭和42年7月災害7)の奇跡ミ山
地域でも見られたjj波地の特性を示している.地質問上で，多良岳安山岩類 Iと多災民火砕岩類
の境界[1付近 l乙 jJlj接地が並んでいるのも， J)íj述と同様な窓~とをもっている.主字路 111 ，治土 IJI[~4'i立に
崩壊地が集中する傾向が見られる.
昭和37年 7 月災害における多良地区の崩渓は，多Iミ/lr安山岩類 I と下位の玄武岩1'Ít:Ii二塊岩の ~i
界fiで多発しており，起伏澄の小さい地域ではあるが，両者の生成時期の控が大きく，ード1ftの集
塊岩層の表扇風化が進行しており， Titr述の安山岩類の境界百五より強調された;境界I宣iと言えよう.
そのため，上位の多良岳安山岩Iも大きく崩壊するに至り， 11ぉIi地すべり，史地すべりの大きな
崩壊性すべりとなり，多量の降雨と板まって土石流として流下したものである.
表 1 Il日和5111ミ災復崩竣:li!l¥'f;皮 脳波地数/起伏泣(単位 10m)
B C D E F G 区 I J K L M N O F Q R 
Ka 8 。/3
9 。/20。/23。/12。/19。/7 。/5
10 。/19 1/32 。/25 1/19 2/17 。/5 。/5 。/4 。/3
1 。/30 5/29 1/24 。/20。'/13。/17。/12 。/13。/10。/3
12 。/18 5/25 4/33 2/20 。/27。/22 。/14。/12。/11 。'/7 。/8
13 。/22。'/33 10/39 1/16 。/31 。/32 。1/16。/9 1/11 。/10。/6
14 2/27 。/22 3/25 6/23 8/35 。/35。1/18 1/12 。/13。/1。/8 。/3
15 。/31 。'/30 1/25 6/29 6/33 3/20 。/20 。/15 。/16。/16。/11 。/6
161 0/14 8/35 1/30 4/34 4/28 4/21 。/21 。'/17 1/18 。/18。/14。/12 。/8
171 1/15 4/34 7/30 10/30 2/27 3/1号 1/19 。'/23。/22。/17。'/17。/12。/9 。/2
18 1 1/22 2/34 11/29 16/24 4/34 3/24 6/32 。1/32。/22。/14。1/19 。/14。/7 。/5
19 10/29 18/29 15/30 11/29 5/29 6/31 1/31 1/27 。/26 1/19 。/12。/11 。/5 日/3
20 14/22 16/45 8/33 6/33 9/32 3/32 3/32 1/27 2/25 。/18。/23。/15。/11
Is 1 12/35 10/34 5/42 1/36 。/43 2/36 3/30 。/21 。/18。/14。/18。/12
2 5/33 8/34 2/40 3/50 。/40 1/36 3/36 2/25 1/22 2/13 。/20。/12 。/7
3 。/36 1/34 4/33 5/30 2/23 1/16 。/15。/16。/19 。/11
4 1/26 5/28 3/24 2/22 0/20 。'/17 。/18 。/7 。/14
5 。/17。/7 。/6 。/12
6 。/12 。/5 。/6
崩壊地と土石流
昭和51年災害における土石流の流下跡の現地調衣によると，通常流水のある探流から分れた合
水線l乙沿って流下している.この流路の王子均傾斜は150-220前後であるが，いずれも上流部ほど
次第に傾斜をます懸垂曲線状の流路で， と方は約300 の傾斜面の崩壊地で終る. 崩壊地の基盤に
は多良岳安山岩 IゅのJ疑炭角磯岩が露出していて，背後念、斜酷から滑落した礁をまじえた砂質土
がそっくり崩壊流出した場合が多い. 各崩壊地での崩峻土問の厚さは 1m内外であることが多
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く，崩壊地よりの流出土砂量は小さいが，昭和42年7月災寄りと同じく，土石流流路の表土閣が
侵蝕，運搬されて基盤岩が露出している;場合が多く，このため各珂川へ運びこまれた土砂最は大
きなものになっている.
これらの崩壊地附近での弾性波探査の結来では，表土踏と基盤岩とが鮮明に分織された定時1[1
線を得た場合が殆んどであるが，中には中関係jな速度j習があって法盤岩の表間風化帯の存夜が見
られる場合があった. 若手崩壊での崩壊土問の尽さは 1m内外の場合が多いが， 崩壊地局辺で測
定した表土層のj享さは 4m内外をしめす場合が多く測定方法とその確認手段について吏に検討
を聾すると思われた.
弾性波探査の開始l乙i際して，昭和37年7月災害の太良町im.鴻:l:!!!.すべりの東側斜面での測定を実
施した.設IJ線長に限度があるので， ~o. 11~~o. 15の5測線思砲にわけで測定し，図 6のような
結果を得た. ~o.13~~o・ 15 の測線区間は周凶の蕗頭から玄武岩質築塊岩と判断される区間で，
各測線の始めに表土居が検出されているが， i!ま盤岩の弾性波速度はほぼ同様である.玄武岩質集
域岩間の最上部K~ る ~o. 14区間で速度がややおそい結果がでているが，集tlIb岩摺が地表l乙銀
出していた当持の風化作用の影響によるものと見られる. ~o. l1および ~o.12 の測線区間は多
良岳安山岩類 Iの溶岩流の分布院域で，表ニヒj霞もうすく， 弾性波速度もより小さいが，岩質の
相違の検出には充分有効であると考えられる. また中)1¥7l<系の流域特性は中川上流部の源流部
(本)，支流A，B，Cの流域を図 71C示すと流域状況は表2のように示される.
表 2 によると上流部の流域阪積は，ほほ 60ha 程度で，起伏盛比がO.30~O.32を示し，流域形
状係数はO.14~O.27の伎を示している.中)11上流部はかなりの急コウ況である反面，放射形状を
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図6 多良l町大潟lt!1泌i封hすべり池の5単位探査定時泌総
表2 や)1上流部支流の流域状況
交流名 流域面 水系(L長)m Z立'L、f芝m!走己イ犬絞m 起伏 王子均(B巾)m B/L 4ぬz 卦Jろ積ha 議:化
本流源流音1¥114.40 2，050 1，200 625 0.305 558 0.272 本流派600m以降土石流多発(北)
A 78.70 1，750 860 552 0.315 450 0.257 続，j~授土石流多発 (東)
B 66.26 1，560 720 502 0.322 425 0.272 崩壊こと石流多発 (東)
C 58.13 2，050 1，100 634 0.309 284 0.139 崩壊土石流多発 (西)
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示し支流は平谷を中心lと集まり，それ以降は羽状形状になり組員くなって下流に続いている.
谷より下流の流域状況は表 31ζ示す. ζれより平谷においては起伏最比は 0.305であり流域形状
係数は1.27となる.これらの流域においては形状係数0.23-0.25の地点に災容が生じている.
-o 1kl1 
図7 中 JI水系上流部
表3 中 }I の流;滅状況
流域名 対1也 点象 流域iID水系(L長)m 主主，心長m起伏;設m 起伏 平均(Bf)hm 日/L jli 主与機ha 長主 化
中J11平谷 533.8 2，050 1，000 625 0.305 2，603 1.270 
1 本城 1，426.3 8，000 4，500 975 0.122 1，783 0.227 ヱド~成機災~:
1 員 j綴 1，702.1 10，750 6，050 1，005 0.0935 1，583 0.147 
1 束三河内 2，845.1 10，750 6，050 1，005 0.0935 2，647 0.246 グ{(く〈 '1>: 
1 広瀬締 3，196.2 14，000 8，450 1，065 0.0761 2，283 0.163 
まとめ
ここまで検討してきたことを要約すると次のようになる.
(1) 1時間雨;最 100mm内外を目途として崩壊が多発する.
(2) 起伏量が大きく従って念、斜商で構成される火111J自に崩壊が多発する.
(3) 溶岩と凝灰角線岩の五賠で構成されている地域は，これらの境界線附近が崩壊多発地と
なるため， 1白検性が高い.この境界閣のしめず孫i性波速度の差が大きい程roj綾部の規模
が大きくなるおそれがある.
(4) 崩嬢土砂畳は小さいが，流路の表土を侵官1，運搬するので，土石流末端における土砂最
は急増する.
多良岳火山地のうち，中起伏~大起伏火山地に分類される;地域は， (2) および (3) の崩壊多
発の条件を具備し， (1)の降雨強度をζえることが多いので，崩壊，土石流発生の危検性の最も
高い地域である.
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摘要
多良岳火11ft包は，第四紀洪積I!t初期の盛J巴火11活動によって山体の大互いが形成され，さらに洪
積世中郊の山陰系火山活動による添岩円]瓦丘が附け加えられた古い火山体で，現在では多数の放
射状谷によって深く侵蝕され，これらのがJ谷には基盤をなす新第三組玄武岩類や古第三紀土佐磁器
類まで銘出している.このため，火山体の大半が起伏盆 200mを越す中~大起伏火山地となり，
各河川およびその文谷による侵蝕面には溶岩流と凝灰免礁岩の互層がその断面をあらわしている.
昭和51年の8月集中議f:Nと9月の17号台風災害における崩壊地，土石流の分布図を作製して地
形および地質との関係を調べた.いずれの場合にも 1時間 lOOmm前後の降雨強度が含まれてい
るが，起伏:監の大きい地域ほど崩壊の密度が大きいこと，また溶岩と ì~É灰角磯岩の五!習部 l乙崩壊
地が多いこと，特に溶岩と凝灰角球岩の境界的近l乙崩壊地が集中していることが判った.
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